
                                                         （白田克雄・中村俊光・成松洋）

投稿者：成松 洋

神奈川県建築士会女性委員会・防災委員会の HUGワークショップ(2013-2014)が

千葉県建築士会女性委員会と出会い 集い つくり 今回のHUGワークショップにつながった！

１． 経 緯

（１） 神奈川県建築士会女性委員会・防災委員会 HUGワークショップ

・テーマ：「防災・減災について考えよう～HUGから学ぶ～避難所運営ゲームＨＵＧ体験会」

・講 師：白田克雄さん、中村俊光さん （準備協力： 成松さん）

第1回 2013年7月 参加者 39名 神奈川県建築会館

第2回 2014年6月 参加者 60名 横須賀市文化会館

（２ ）第2回（横須賀）に、千葉県建築士会から蘓理・女性委員長と元木副支部長の２名が参加。

セミナー終了後、蘓理・女性委員長からセミナーを支援した白田講師・中村講師に「千葉県建築士会

女性委員会でもＨＵＧワークショップを ！」と熱い協力要請があった。

２．千葉県建築士会女性委員会ＨＵＧワークショップの概要

2015年1月30日(金)   会場：千葉県建築会館（8Ｆ会議室） 参加者：50名

（出来上がった体育館図面などを投影）

≪進行≫

13:30～13:35   開会あいさつ（及川・副会長、蘓理・委員長）、講師紹介

13:35～13:50    概要解説（白田講師、配布資料：「避難所運営とは」「地域防災拠点とは」）

13:50～14:00   HUGの説明（中村講師）

14:00~15:10     HUGワークショップ（7グループ 計50名）

・アイスブレーキング、役割分担（リーダー・記録・発表）

・HUG（避難所運営ゲーム）の実践

（休憩）

15:25～16:25     グループ別発表、中村講師コメント、講師と発表グループとの意見交換、講評。

16:25～16:55    HUGおよび地域防災活動全般についての質疑応答（白田講師）

16:55～17:00    閉会あいさつ（及川・副会長、蘓理・女性委員長）、集合写真。

18:00～20:00    懇親会

グループ発表HUGの実践
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HUGの説明

千葉県建築士会女性委員会

「ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）ワークショップ」   2015年 1月 30日(金)

（活動レポート）



３． 今回の特徴

（１） 参加者合計50名のほとんどがHUG初体験（HUG経験者は2名）

（２） 女性メンバーに加えて、建築士会男性メンバー多数が参加。（プラス お子さん１名）

（３） グループ別発表（１時間）では、中村講師のユーモアあふれるリードで、スクリーンに映し出された

各グループの出来上がった図面を見ながら、さまざまな「気づき」「意見」「考慮しておきたい視点」

が取上げられ、参加者のイメージが広がった。

←≪体育館（例）≫                                  ≪全体図面（例）≫ →

ゾーン 通路 物資                                    受付 掲示板 本部

高齢者・子供・病人                                  仮設トイレ 炊事

出入管理 寒さ対策                                 使用禁止区域 ・・・

・・・

～さまざまな「気づき」（例）～

「ただちに必要な 受付・名簿・掲示板」「予め学校と取決めておくべきこと」「高齢者・障害者・幼児・女性などへの配

慮」「外国人避難者が来ることも」「平時から準備すべきこと・できること」「実際の開設直後には避難者が集中」・・・・

（４） 白田講師との質疑応答では、「避難者はお客様ではない 運営

に参加してもらう」「防災とは・・・まず自分が助かってこそ

助けられる」「障害者の家族を守るためには」など根本的なテ

ーマで、締めくくりに相応しい意見交換が行われた。

キーワード：「イメージする 気付く 考える 決める 続ける」

４． 白田講師まとめ

                                            
                                 終了後の集合写真

                                                                   

蘓理・女性委員長

閉会あいさつ（及川・副会長）

懇親会では：

☆ゲーム以上の体験が

楽しかった。

☆たくさんの気づきが

あった。

☆クロスロードも体験

してみたい

各地で行われる避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）のワークショップは、参加者の皆さんが初めての体験

なので、最初は要領も分からず戸惑いが感じられ、ゲームが進められずにいる。何分か経過し、やっ

と趣旨が把握できるようになり、徐々にエンジンがかかりだし、各グループが良い雰囲気で進められ

てゆく。

過去の実際の災害時の避難所生活は想像を絶し、命は助かったものの避難所生活が長く続く場合に

は、命を落とす人たちが多数います。だからこそこのゲームを通して真摯に向き合い、あらゆる角度

からの避難所とは、という事を体験し考えて頂ければとの思いが私たちは強いからです。

参加者の皆様が地元に戻り、キーワードを心に刻み活躍することを期待しております。

千葉県建築士会の皆様の温かい歓迎やふれあいに接し、私たちは大変感激しました。

蘓理女性委員長を始め皆様のご多幸を心から祈っています。






